
Learning-based Smart Sensing System（LbSS）Project
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「IoT推進のための横断技術開発プロジェクト ( 平成２８年度～平成３２年度）」
超高効率データ抽出機能を有する

学習型スマートセンシングシステムの研究開発

大規模工場・プラント等の生産・原動設備の稼働状況・生産品質の把握を目的として、コンセ
ントレータから動的センシング制御可能な無給電センサ端末（スマートセンサ端末）を実現し、
それらのスマートセンサ端末から超高効率に有用データ抽出を行える「学習型スマートコン
セントレータの開発」との連携により、従来の環境発電で収集可能な有価情報の１００倍化を可
能とする学習型スマートセンシングシステムの基盤開発（「スマートセンサモジュール（ガス、
赤外線アレー）の開発」、「設備の微小振動で高出力発電可能な自立電源の開発」、及び「スマー
トセンシングフロントエンド回路の開発」）と実証を行う。　　　　　　

目的

クラウド

分析・管理
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①ー（３）低電力無線モジュール

①ー（１）学習型スマート
　　　　コンセントレータの開発

①ー（１）、（２）産業モニタリング
　　　　　　システム実証

①ー（１）スマートセンシング
　　　　フロントエンド回路

③　微小振動で高出力可能な
　　自立電源（振動発電モジュール）

②　産業向けスマートセンサ
　　（ガス、赤外線アレー）

スマートセンサ端末要素技術開発

①ー（３）スマートセンサ端末の開発

保守状況

稼働状況

仕掛状態

工程品質
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経営情報として
フィードバック。
従来比１００倍の
有価情報を取得。

学
習
支
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測定データ

■学習結果を測定パラメータに反映
■環境発電で五感相当のデータを収集

■測定対象・環境に適した測定方法を学習
■複数センサデータを統合分析し有価情報化

学習型スマートセンシング
システムの開発概要

測定対象と環境を学習・判断し、
測定パラメータに自動反映

研究推進体制

東京大学、（一財）電力中央研究所再委託

技術研究組合ＮＭＥＭＳ技術研究機構

研究開発責任者：藤田博之　（東京大学 生産技術研究所 教授）

スマートセンシング研究所 所長：藤田博之

① 学習型スマートセンシングシステムの開発（分散研究所）

② 産業分野を対象としたスマートセンサの開発（分散研究所）

③ 産業分野における微小振動で連続的な高出力可能な自立電源の開発（分散研究所）

（株）日立製作所、東京電力ホールディングス（株）、ローム（株）

富士電機（株）、オムロン（株）

（株）鷺宮製作所、静岡大学、（一財）マイクロマシンセンター

研究開発項目１

研究開発項目２

研究開発項目３
産業分野における

微小振動で連続的な

高出力可能な

自立電源の開発

学習型スマート

センシングシステムの

開発

産業分野を対象とした

スマートセンサの開発

２８年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度

（１）学習型スマートコンセントレータの開発

（２）産業設備の状態監視アルゴリズムの検証

（３）スマートセンサ端末の開発

（１）省電力ガスセンサの開発

（２）赤外線アレーセンサの開発

産業用振動発電モジュールの開発

システムを工場等に構築、
実用性検証

現場で耐久性評価、実用性検証

高耐久パッケージ評価、
量産用モジュール検証

センサ供給

センサ供給

振動発電
モジュール供給

研究実施計画


